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　今年度から銀杏ヶ丘こども園に勤務して
いる保育教諭の濱

はまやま

山夢
ゆ め み

美さんです。
　つばめ組（１歳児）を担当し、
　①いつも笑顔でいること
　② 廊下を走る子に対しては「走らないで」
　など否定の言葉より「歩こうね」と肯定的
　な言葉がけをすること
を大切にしています。  どのようにしたら
子どもたちが喜んでくれるか、悩みながらも
明るく仕事に励んでいます。

＜平成２９年１２月６日撮影＞

おらほの新米さん

—木造地区の新米保育教諭ー

子どもの頃からの夢が叶って…



第55号－つがる市議会だより

議
案
第
87
号　

つ
が
る
市
道
の
駅
ア
ー
ス
ト
ッ
プ
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

森
田
地
区
に
あ
る
「
道
の
駅
ア
ー
ス
ト
ッ
プ
」
に
農

産
物
直
売
施
設
を
設
置
し
た
こ
と
に
伴
い
、
施
設
使
用

料
の
適
正
化
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

施
設
使
用
料

　

諮　

問

諮
問
第
３
号

◎
人
権
擁
護
委
員

　
　

次
の
方
が
適
任
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

平ひ
ら　

田た　

昌ま
さ　

子こ

（
再
任
・
木
造
）

　
　

任
期

　
　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

　
　

平
成
33
年
３
月
31
日
ま
で

施　
　
　
　

設

施
設
の
区
分

１
カ
月
当
た
り

金　

   

額

生
産
物
直
売
・

食
材
供
給
施
設

食
材
供
給
施
設

14
万
円

物
産
・
展
示

即
売
施
設

10
万
円

農
産
・
加
工
品

直
売
施
設

４
万
円

伝
統
文
化
等

保
存
伝
習
施
設

10
万
円

農
産
物
直
売
施
設

（
新　
　

設
）  

※
平
成
30
年

２
月
１
日
施
行

16
万
円

　
定
例
会
閉
会
後
、
議
員
団
は
森
田
地
区
に
あ
る

「
道
の
駅
ア
ー
ス
ト
ッ
プ
」
農
産
物
直
売
施
設
を
視

察
し
、
担
当
課
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
２
月
１
日
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
議
員
か
ら
は
、
施
設
の
設
備
に

つ
い
て
な
ど
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

2

平成29年第４回　つがる市議会定例会
会期12日間　12月４日～12月15日

　　　今定例会の議案は　市長提出議案・・・・18件 
　　　　　　　　　　　　議員提出議案・・・・ １件
　　　　　　　　　　　　諮問・・・・・・・・ １件
　　　　※各議案は原案のとおり可決・承認となり、諮問は適任とされました。
　 　　　　全ての議案名は市のホームページで確認することができます。
　
　議案の中から下記をピックアップ。その内容をお伝えします。

1

春には苗などが正面に並ぶ

明るい施設内

道
の
駅
ア
ー
ス
ト
ッ
プ
に
隣
接
し
て

農
産
物
直
売
所
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

　
（
平
成
30
年
２
月
１
日
予
定
）

道
の
駅
ア
ー
ス
ト
ッ
プ

　
　
　
　

農
産
物
直
売
施
設
を
視
察

【
平
成
29
年
12
月
15
日
】



つがる市議会だより－第55号

議
案
第
89
号　

つ
が
る
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
の
件

氏　

名

性
別

住　

所

山や
ま　

本も
と　

康や
す　

樹き

男

木
造
芦
沼

𠮷よ
し　

田た　

秀ひ
で　

美み

男

木
造
越
水

長は
せ
が
わ

谷
川　

一か
ず　

幸ゆ
き

男

木
造
越
水

對つ
し　

馬ま　
　
　

泉
い
ず
み

男

木
造
永
田

稲い
な　

葉ば　

武た
け　

彦ひ
こ

男

木
造
鶴
泊

藤ふ
じ　

本も
と　

正ま
さ　

彦ひ
こ

男

木
造
善
積

長は
せ
が
わ

谷
川　

秀ひ
で　

樹き

男

木
造
越
水

横よ
こ　

山や
ま　

治は
る　

彦ひ
こ

男

木
造
館
岡

成な
り　

田た　

金か
ね　

春は
る

男

木
造
出
来
島

三み
つ　

橋は
し　

　
　

弘
ひ
ろ
し

男

木
造
菊
川

葛か　

西さ
い　

勝か
つ　

久ひ
さ

男

木
造
豊
田

新に
い　

岡お
か　

　
　

亮
り
ょ
う

男

木
造
吹
原

杉す
ぎ　

森も
り　

広ひ
ろ　

宣の
ぶ

男

木
造
桜
川

秋あ
き
た
や

田
谷　

廣ひ
ろ　

次つ
ぐ

男

木
造
千
代
田

乳に
ゅ
う

　

井い　

春は
る　

光み
つ

男

木
造
林

成な
り　

田た　

正ま
さ　

人と

男

木
造
千
代
田

鎌か
ま　

田た　
　
　

誠
ま
こ
と

男

森
田
町
大
館

氏　

名

性
別

住　

所

浅あ
さ　

見み　

春は
る　

樹き

男

森
田
町
床
舞

今こ
ん　

　
　

輝て
る　

義よ
し

男

森
田
町
上
相
野

盛も
り　

　
　

行ゆ
き　

春は
る

男

森
田
町
下
相
野

金か
な　

澤ざ
わ　

昭あ
き　

雄お

男

柏
広
須

神じ
ん　

　
　

文ふ
み　

敏と
し

男

柏
桑
野
木
田

工く　

藤ど
う　

育い
く　

江え

女

柏
広
須

菊き
く　

池ち　

昭し
ょ
う　

二じ

男

柏
下
古
川

工く　

藤ど
う　

し
の
ぶ

女

稲
垣
町
福
富

斉さ
い　

藤と
う　

鉄て
つ　

男お

男

稲
垣
町
穂
積

笠か
さ　

井い　

正ま
さ　

己み

男

稲
垣
町
千
年

成な
り　

田た　

清き
よ　

繁し
げ

男

稲
垣
町
沼
崎

福ふ
く　

井い　

二ふ

み

お
三
夫

男

稲
垣
町
穂
積

福ふ
く　

井い　

清き
よ　

光み
つ

男

稲
垣
町
穂
積

工く　

藤ど
う　

　
　

宰
つ
か
さ

男

車
力
町
若
林

羽は　

場ば　
　
　

晃
あ
き
ら

男

豊
富
町
千
貫

野の　

宮み
や　

富ふ

き

こ
喜
子

女

豊
富
町
千
貫

工く　

藤ど
う　

正ま
さ　

樹き

男

牛
潟
町
大
田
光

工く　

藤ど
う　

恒つ
ね　

實み

男

牛
潟
町
村
上

小お
さ
な
い

山
内　
　
　

壽
ひ
さ
し

男

富
萢
町
屏
風
山

3

2

発議第5号
　「道路整備事業に係る国の財政上の特別措置に関する法律」の規定により、社会資本整備
総合交付金事業等の補助率にかさ上げし交付されてきたが、この特別措置は平成29年度までと
なっている。
　津軽自動車道「柏～浮田」間の整備に全力を挙げ取り組んでいるこの時期に特別措置がなく
なれば進捗の遅れを招きかねず、市の道路整備事業においても財政負担が増加し、地域活性化
のためのほかの事業にも悪影響を及ぼすことから、道路整備の予算確保と補助率のかさ上げ措
置の継続を強く要望する。

議員発議 「道路整備予算の拡充及び道路整備に係る補助率等のかさ上げ措置の
継続を求める意見書案」を全会一致で可決し国会へ意見書を送付

任
期
は
平
成
30
年
２
月
11
日
か
ら

　
　

   

平
成
33
年
２
月
10
日
ま
で

※詳しくは市のホームページをご覧ください。

農
業
委
員
会
委
員
が
同
意
さ
れ
ま
し
た

（
定
員
36
名
）



第55号－つがる市議会だより

問　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議
会
中
継

は
、
自
宅
に
居
な
が
ら
傍
聴
が
で
き
る
こ
と

で
好
評
だ
が
、
聴
覚
障
害
者
も
視
聴
で
き
る

よ
う
に
、
手
話
通
訳
者
を
配
置
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　
本
市
の
聴
覚
・
平
衡
機
能
障
害
の
手

帳
交
付
者
は
２
０
０
人
お
り
、
非
常
勤
職
員

の
手
話
通
訳
士
１
名
を
配
置
し
、
そ
の
ほ
か

登
録
手
話
通
訳
者
９
名
を
確
保
し
て
お
り
ま

す
。
活
動
内
容
は
医
療
機
関
の
受
診
、
市
役

所
な
ど
公
的
機
関
で
の
手
続
、
就
労
関
係
が

主
で
、
活
動
地
域
は
市
内
お
よ
び
近
隣
市
町

の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
青
森
市
、
弘
前
市

へ
派
遣
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、
聴

覚
障
害
者
が
、
議
会
の
傍
聴
を
希
望
し
、
手

話
通
訳
者
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
議
会
側

と
調
整
を
行
っ
た
う
え
で
対
応
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

問　
テ
ロ
ッ
プ
（
字
幕
付
き
）
画
像
の
配

信
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　
テ
ロ
ッ
プ
画
像
配
信
に
つ
い
て
は
、
有

効
な
施
策
と
考
え
ま
す
が
、
シ
ス
テ
ム
改
修

等
が
必
要
と
な
る
た
め
、
議
会
側
と
協
議
し
、

対
応
を
検
討
し
ま
す
。

問　
市
民
に
も
手
話
を
普
及
さ
せ
、
聴
覚

障
害
者
を
社
会
全
体
で
支
え
、
共
に
生
き
て

い
け
る
環
境
整
備
の
た
め
手
話
言
語
条
例
を

制
定
し
て
は
。

答　
県
内
で
は
黒
石
市
の
み
が
制
定
し
て
お

り
、
県
や
近
隣
市
町
村
の
動
向
を
見
据
え
な

が
ら
、
検
討
し
た
い
考
え
で
す
。

問　
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
体
制
を
充
実

さ
せ
て
ほ
し
い
。

答　
建
設
当
初
は
職
員
の
常
駐
を
想
定
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
民
が
よ
り
気
軽
に

セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
職
員
の
常

駐
に
必
要
な
業
務
環
境
を
整
備
し
、
平
成
30

年
１
月
か
ら
平
日
は
保
健
師
が
常
駐
可
能
と

な
り
ま
す
。

問　
土
・
日
曜
日
の
開
所
は
で
き
な
い
も
の

か
。

答　
仕
事
な
ど
で
平
日
利
用
で
き
な
い
方
を

対
象
に
健
康
相
談
や
一
般
市
民
向
け
の
運
動

教
室
を
考
え
て
お
り
、
平
成
30
年
４
月
実
施

に
む
け
、
現
在
体
育
協
会
と
協
議
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

問　
過
去
に
も
丸
山-

蓮
花
田
線
の
防
雪
柵

設
置
を
要
望
し
て
き
た
が
、
冬
期
間
の
調
査

は
行
っ
た
の
か
。

答　
市
道
丸
山-

蓮
花
田
線
は
、
冬
期
間
は

風
雪
に
よ
り
見
通
し
が
悪
く
、
年
に
数
回
交

通
障
害
が
発
生
し
、
除
雪
作
業
に
も
困
難
が

生
じ
て
お
り
ま
す
。
平
成
28
年
度
基
礎
調

査
を
実
施
し
、
東
西
に
走
っ
た
路
線
に
対
し
、

風
向
き
が
６
度
〜
30
度
の
角
度
で
斜
交
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
防
雪
柵
の
効
果
が
弱
い
と

判
断
さ
れ
る
た
め
、
今
年
度
12
月
か
ら
３
月

の
間
、
観
測
箱
（
２
カ
所
）
を
設
置
し
、
設

置
箇
所
の
検
討
及
び
形
式
を
含
め
た
詳
細
な

調
査
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

問　
防
雪
柵
設
置
の
予
定
、
計
画
は
。

答　
今
年
度
実
施
す
る
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
平
成
31
年
度
か
ら
５
カ
年
計
画
で
国
の

補
助
事
業
（
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
）
で
工
事
の
実
施
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　
防
雪
柵
が
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
は

全
部
で
い
く
つ
あ
る
か
。

答　
要
望
の
あ
る
箇
所
は
６
カ
所
あ
り
、
整

備
に
は
総
額
お
よ
そ
７
億
７
０
０
０
万
円
か

か
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問　
つ
が
る
市
で
予
定
し
て
い
る
「
あ
お

も
り
10
市
大
祭
典
」
の
開
催
時
期
と
見
込
ん

で
い
る
観
光
客
数
は
。

答　
平
成
31
年
９
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
を
予

定
し
、
過
去
に
開
催
し
た
五
所
川
原
市
で
は

17
万
人
の
観
光
客
が
あ
っ
た
た
め
、
同
程
度

に
な
る
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

問　
宿
泊
施
設
の
受
け
入
れ
態
勢
は
整
っ
て

い
る
か
。

答　
市
内
の
宿
泊
施
設
６
カ
所
す
べ
て
を
利

用
し
た
場
合
、
３
６
０
人
収
容
で
き
ま
す
が
、

各
市
の
関
係
者
（
３
０
０
人
ほ
ど
）
が
優
先

さ
れ
る
た
め
、
一
般
の
観
光
客
の
宿
泊
は
難

し
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、
五
所
川
原

市
な
ど
近
隣
の
宿
泊
施
設
も
利
用
す
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

問　
市
の
準
備
体
制
は
ど
う
か
。

答　
平
成
30
年
度
か
ら
駐
車
場
の
確
保
や
会

場
の
配
置
な
ど
本
格
的
に
準
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
大
型
ね
ぶ
た
な
ど
の
パ
レ
ー
ド

が
で
き
、
物
産
販
売
や
グ
ル
メ
ブ
ー
ス
の
開

催
が
可
能
な
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏
」

駐
車
場
周
辺
で
の
開
催
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
を
誘
致
す
る
考
え
は

あ
る
か
。

答　
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
誘
致
に
関
し
て
は
、

十
分
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
た
め
、
検
討
し

て
い
く
考
え
で
す
。

4

芳
ほうせいかい

政会　成
なり た

田　克
かつ こ

子

● 

議
会
中
継
に
お
け
る
手
話
通
訳

者
を
配
置
す
べ
き
で
は

● 

健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
利
用

拡
大
を

無所属　長
は せ が わ え い こ

谷川榮子

● 

丸
山

－

蓮
花
田
線
へ
の
防
雪
柵

の
設
置
を

● 

あ
お
も
り
10
市
大
祭
典
の
準
備

体
制
は

と 

し

と 

し



つがる市議会だより－第55号

問　
地
方
創
生
関
連
事
業
の
内
容
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
。

答　
左
表
の
と
お
り
。

問　
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
転
入
し
て
き
た

人
数
は
。　

答　
件
数
は
14
件
、
人
数
は
51
人
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

問　
平
成
37
年
青
森
国
体
の
開
催
に
あ
た

り
、
つ
が
る
市
の
選
手
が
活
躍
す
る
姿
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
か
。　

答　
地
元
選
手
が
出
場
し
、
活
躍
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
、
競
技
大
会
に
出
場
す

る
選
手
の
育
成
に
も
尽
力
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問　

市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
外
部
指
導
者
数
と
指
導
者
の
資
格

要
件
等
で
大
会
な
ど
に
出
場
で
き
な
か
っ
た

ケ
ー
ス
は
あ
っ
た
か
。

答　
外
部
指
導
者
は
、
小
学
校
25
名
、
中

学
校
16
名
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
67
人
お

り
ま
す
。
指
導
者
の
資
格
要
件
等
で
大
会
に

出
場
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
は
な
い
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。

問　
指
導
者
へ
対
す
る
資
格
取
得
等
の
費

用
、
通
勤
手
当
の
ほ
か
、
各
チ
ー
ム
団
体
へ

遠
征
費
、
練
習
用
具
購
入
費
な
ど
の
支
援
は

で
き
な
い
も
の
か
。
ま
た
、市
が
認
め
た「
強

化
指
定
選
手
・
団
体
」
に
対
し
、
遠
征
費
の

加
算
を
で
き
な
い
か
。

答　
議
員
提
案
の
支
援
は
指
導
者
、
選
手

へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
な
る
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
市
と
し
て
も
、
何
ら
か
の
支
援
策
を

講
ず
る
よ
う
検
討
し
た
い
考
え
で
す
。

問　
国
で
は
２
０
２
５
年
に
は
介
護
職
員
が

30
万
人
不
足
す
る
と
推
定
し
て
い
る
が
、
市

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
介
護
事
業
所
に
お
け
る
介
護
職
員
確

保
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
が
、
民
間
企
業
で
あ
る
た

め
、
直
接
関
与
で
き
る
立
場
に
は
な
く
、
国

が
決
定
す
る
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
や
補
助

金
、
補
助
事
業
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
や
人
材
発
掘
、

育
成
な
ど
に
関
す
る
事
業
の
情
報
を
介
護
事

業
者
へ
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

問　
高
齢
者
や
障
害
者
、
子
ど
も
、
地
域
住

民
が
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
拠
点
を
整
備

し
て
は
ど
う
か
。

答　
市
の
高
齢
化
率
が
35
・
５
％
と
な
っ
て

お
り
、
ソ
フ
ト
面
で
介
護
、
医
療
、
老
人
ク

ラ
ブ
、
自
治
会
な
ど
の
各
機
関
が
連
携
し
高

齢
者
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
高
齢
者

等
が
地
域
住
民
と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る

場
と
し
て
、「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
を
設
置
す

る
事
業
所
も
出
て
き
て
お
り
、
今
後
、
拡
大

が
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

問　

事
業
に
対
す
る
評
価
は
。　

答　

目
標
を
達
成
し
た
事
業
が
あ
る
一
方
、

周
知
不
足
等
か
ら
目
標
に
至
ら
な
い
事
業
が

あ
っ
た
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
情
報
発
信
に
努
め
、
周
知
徹
底
を

図
り
ま
す
。

問　
毎
年
５
０
０
人
の
人
口
減
少
が
あ
り
、

こ
れ
を
食
い
止
め
る
大
胆
な
対
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答　
現
在
実
施
し
て
い
る
子
ど
も
医
療
費

無
料
化
や
市
民
特
別
健
診
に
関
す
る
基
金
が

そ
れ
ぞ
れ
平
成
32
年
度
、
平
成
34
年
度
に
計

画
期
間
の
終
期
を
迎
え
、
基
金
の
財
源
で
あ

る
再
編
交
付
金
が
平
成
28
年
度
で
終
了
し
た

こ
と
か
ら
、
財
源
の
確
保
が
非
常
に
厳
し
い

状
況
で
す
。
各
種
事
業
の
継
続
、
縮
小
等
を

検
証
し
、
あ
わ
せ
て
特
に
有
効
で
あ
る
と
判

断
で
き
る
対
策
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
組
み

込
む
こ
と
も
可
能
と
考
え
ま
す
。

問　
市
内
小
学
校
児
童
へ
防
災
頭
巾
の
導

入
を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
現
在
、
防
災
頭
巾
を
導
入
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
不
測
の
事
態
に
備
え
、
現
場
で

の
対
応
や
費
用
負
担
な
ど
財
政
面
も
考
慮
し

な
が
ら
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

5

絆
きしんかい

心会　佐
さと う

藤　孝
たかし

志

●
地
方
創
生
事
業
の
効
果
は

●
大
胆
な
増
子
化
対
策
を

●
小
学
校
児
童
へ
防
災
頭
巾
を

五
いつわかい

和会　田
たな か

中　　透
とおる

● 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
お
け
る
市
の

考
え
は

● 

介
護
保
険
事
業
に
お
け
る
市
の

対
策
は

事業内容 前年度 今年度
◎結婚支援事業によるカップル成立組数 2組 14組
◎新婚生活応援事業 13件 ７件
◎移住者マイホーム応援事業 3件 ２件
◎子育て・若年夫婦世帯応援事業 0件 ９件
◎民間賃貸住宅支援事業（今年度開始） ２件
◎空き家バンク事業　　（今年度開始） 1件(登録後売買)
◎新規就農者支援事業 １件（継続中）
◎起業を希望する方を支援する事業 2件 2件
◎学校給食地産地消促進事業による農産物提供回数 6回 10回
◎ふるさと納税寄附金事業 約3,000万円 約1,300万円
◎地方創生拠点整備交付金を活用した「道の駅もりた農産物直売施設」の整備
や国際化対応力向上事業などの各種事業も実施。今年度の数値は直近の実績。
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問　
業
者
に
よ
る
砂
利
採
取
で
市
道
が
非

常
に
汚
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
条
件
で

使
用
を
許
可
し
て
い
る
の
か
。

答　
地
元
町
内
会
長
と
市
の
関
係
各
課
で

構
成
さ
れ
る
土
砂
採
取
災
害
防
止
対
策
委
員

会
で
砂
利
採
取
業
者
へ
車
両
通
行
許
可
書

（
一
年
更
新
）
を
発
行
し
、
次
の
条
件
を
付

し
て
い
ま
す
。

① 

交
通
に
支
障
の
な
い
よ
う
常
に
道
路
維
持

修
繕
に
努
め
、
一
般
交
通
の
確
保
を
す
る

こ
と
。

②
防
じ
ん
処
理
に
努
め
る
こ
と
。

③ 

道
路
舗
装
面
で
特
に
カ
ー
ブ
の
清
掃
に
努

め
る
こ
と
。

④ 

道
路
破
損
の
場
合
は
原
形
に
復
し
、
道
路

管
理
者
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
。

問
題
の
箇
所
に
つ
い
て
は
現
地
確
認
し
、
道

路
の
汚
れ
防
止
と
し
て
採
取
現
場
に
鉄
板
を

敷
く
な
ど
の
措
置
を
す
る
よ
う
指
導
し
ま
し

た
。
今
後
は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
増
や
し
、
道
路

の
整
備
に
努
め
ま
す
。

問　
道
路
の
一
部
破
損
も
見
ら
れ
る
。
厳

重
に
指
導
し
、
元
に
戻
し
て
も
ら
い
た
い
。

答　
大
型
車
の
交
通
量
が
増
え
て
い
る
状

況
か
ら
、
さ
ら
な
る
道
路
の
損
傷
が
出
て
く

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
春
に
現
地
調

査
し
、
業
者
に
よ
る
損
傷
で
あ
れ
ば
元
の
状

態
に
戻
し
て
も
ら
う
よ
う
徹
底
し
て
指
導
し

て
い
く
考
え
で
す
。

問　
風
力
発
電
設
備
が
至
る
と
こ
ろ
に
建

設
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
し
い
説
明
を
。

答　
大
型
風
力
発
電
事
業
者
か
ら
事
業
計

画
策
定
の
要
望
が
あ
り
、
市
で
は
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

現
在
２
業
者
が
平
成
32
年
４
月
供
用
開
始
に

む
け
、
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。
農
林
漁
業

の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
取
り
組
み
と
し
て

売
電
収
益
の
一
部
（
20
年
間
で
22
億
円
）
が

寄
附
さ
れ
る
ほ
か
固
定
資
産
税
（
20
年
間
で

小
型
１
基
当
た
り
２
０
０
万
円
、
大
型
49
基

で
58
億
円
）
の
税
収
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

問　
民
家
か
ら
騒
音
の
苦
情
が
あ
る
が
、
市

で
把
握
し
て
い
る
か
。

答　
市
で
把
握
し
て
い
る
の
は
、
富
萢
町
の

小
型
風
力
発
電
設
備
で
す
が
、
建
設
に
あ
た

り
法
令
違
反
等
は
な
い
た
め
、
運
転
を
止
め

さ
せ
る
こ
と
は
出
来
ず
、
事
業
者
へ
騒
音
対

策
の
お
願
い
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
20

未
満
の
設
備
は
、
国
・
県
の
規
制
を
受
け
な

い
た
め
、
今
後
は
事
業
者
に
対
し
、
建
設
の

際
は
住
居
か
ら
３
０
０
㍍
以
上
離
し
、
建
設

予
定
地
の
隣
接
地
の
地
権
者
と
当
該
区
域
の

自
治
会
長
か
ら
同
意
書
を
得
る
こ
と
な
ど
を

定
め
た
「
つ
が
る
市
小
形
風
力
発
電
設
備
建

設
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
遵
守
す
る

よ
う
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
８
月
に
設
置
し
た
農
作
物
被
害
対
策

会
議
で
把
握
し
て
い
る
被
害
状
況
は
。

答　
天
候
不
順
に
よ
り
設
置
し
た
農
作
物

被
害
対
策
会
議
は
、
作
柄
が
平
年
を
上
回
っ

た
た
め
、
10
月
26
日
解
散
し
ま
し
た
。
水
稲

共
済
へ
の
被
害
申
告
状
況
は
、
左
記
の
と
お

り
。

問　
平
成
30
年
以
降
の
生
産
調
整
へ
の
取

り
組
み
の
内
容
は
。

答　
国
の
数
量
配
分
は
な
く
な
り
ま
す
が
、

米
の
需
要
な
ど
の
情
報
提
供
を
受
け
た
県
再

生
協
議
会
が
農
協
や
集
荷
業
者
の
販
売
見
込

み
か
ら
数
量
配
分
を
設
定
し
、
市
に
提
供
し

ま
す
。
稲
作
農
家
の
経
営
安
定
に
は
米
価
の

維
持
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
生
産
数
量
目

標
を
遵
守
す
る
た
め
に
互
助
金
制
度
を
継
続

す
る
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
農
家
へ
の

周
知
を
図
る
た
め
、
12
月
25
日
か
ら
の
３
日

間
、
各
地
区
で
生
産
調
整
に
関
す
る
説
明
会

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

問　
稲
わ
ら
収
集
に
関
す
る
交
付
金
の
受
給

要
件
は
。

答　
稲
わ
ら
収
集
な
ど
の
水
田
活
用
支
払
交

付
金
の
要
件
は
、
飼
料
用
米
生
産
ほ
場
の
稲

わ
ら
を
飼
料
と
す
る
こ
と
と
し
、
収
集
量
の

定
め
は
な
く
、
す
べ
て
収
集
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問　
相
続
が
行
わ
れ
て
い
な
い
未
相
続
農
地

は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答　

水
田
面
積
は
１
万
１
３
０
０
㌶
あ
る
中

で
約
９
０
０
㌶
が
未
相
続
農
地
で
、
そ
の
う

ち
３
５
５
㌶
が
担
い
手
へ
貸
借
さ
れ
、
残
り

は
所
有
者
の
後
継
者
が
耕
作
し
て
い
る
状
況

で
す
。

問　
未
相
続
農
地
の
点
在
は
、
農
地
の
集

約
化
等
を
進
め
る
上
で
大
き
な
阻
害
要
因
と

な
っ
て
い
る
が
、
何
か
有
効
な
手
立
て
は
あ

る
も
の
か
。

答　
売
買
等
の
所
有
権
移
転
登
記
が
で
き
ず
、

貸
借
し
か
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
数
年
後
に

は
全
国
の
未
相
続
農
地
が
九
州
と
ほ
ぼ
同
じ

面
積
に
な
る
と
予
想
さ
れ
、
国
で
も
喫
緊
の

課
題
と
し
、
法
整
備
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
動
向
を
見
守
り
、
随
時
対

処
し
て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

6

無所属　松
まつはし

橋　勝
しょうり

利

● 

砂
利
採
取
業
者
に
適
正
な

　

指
導
を

●
風
力
発
電
計
画
の
概
要
は

無所属　齊
さいとう

藤　　渡
わたる

● 

農
作
物
被
害
対
策
会
議
の

　

そ
の
後
は

● 

生
産
調
整
へ
の
取
り
組
み

　

内
容
は

●
未
相
続
農
地
は
あ
る
の
か

地区 主食用米 飼料用米

木造 383 42

森田 13 ０

柏 9 ４

稲垣 213 71

車力 69 6

合計 687 123

申告のあった被害状況
（件）
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問　
人
口
流
出
対
策
と
し
て
、
企
業
誘
致

専
門
の
部
署
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
で
は
。

答　

11
月
、
関
係
職
員
に
よ
る
、
つ
が
る

市
企
業
誘
致
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
誘
致

に
向
け
た
課
題
や
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

問　
岩
手
県
北
上
市
の
先
進
事
例
を
実
践

し
、
一
定
の
軌
道
に
乗
っ
た
後
、
市
の
自
主

性
を
出
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　
北
上
市
は
企
業
立
地
の
担
当
部
署
を

新
設
し
、
年
間
１
２
０
社
ほ
ど
の
企
業
訪
問

を
実
施
し
な
が
ら
従
業
員
の
住
宅
や
生
活
環

境
の
要
望
に
応
え
る
な
ど
対
策
を
講
じ
た
結

果
、
１
８
８
社
を
超
え
る
事
業
所
を
誘
致
し

た
成
功
事
例
と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

他
団
体
の
成
功
事
例
な
ど
も
検
証
し
、
市
な

ら
で
は
の
自
主
性
を
念
頭
に
入
れ
な
が
ら
企

業
誘
致
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
北
上
市
と
の
人
事
交
流
は
で
き
な
い
か
。

答　
人
事
交
流
は
、
双
方
の
自
治
体
で
メ

リ
ッ
ト
が
要
求
さ
れ
る
も
の
で
、
相
手
側
の

意
向
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
よ
り
効
果
的
な
国
、

県
の
上
部
機
関
と
の
人
事
交
流
や
実
務
研
修

な
ど
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

問　
首
都
圏
に
駐
在
員
の
配
置
は
で
き
な

い
か
。

答　
首
都
圏
に
お
い
て
、
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
「
津
軽
ま
ほ
ろ
ば
会
」
役
員
に
つ
が
る

市
応
援
隊
員
と
し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
の
Ｐ
Ｒ
や

企
業
誘
致
に
関
す
る
情
報
収
集
な
ど
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
情
報
の
発
信
・
収

集
の
拠
点
整
備
な
ど
も
前
向
き
に
検
討
し
た

い
考
え
で
す
。

問　
無
期
転
換
ル
ー
ル
が
平
成
30
年
４
月
開

始
さ
れ
る
が
、
市
内
の
労
働
団
体
に
制
度
周

知
な
ど
し
て
い
る
も
の
か
。

答　
青
森
労
働
局
等
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
チ
ラ
シ
な
ど
で
周
知
し
、
市
で
も
広
報
へ

の
掲
載
や
庁
舎
１
階
の
ロ
ビ
ー
、
商
工
観
光

課
に
チ
ラ
シ
を
置
い
て
周
知
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。

問　
小
説
家
「
太
宰
治
」
の
父
親
の
実
家

を
市
で
買
い
取
り
、
看
板
を
立
て
て
、
観
光

資
源
に
で
き
な
い
も
の
か
。

答　
建
物
が
な
く
更
地
の
状
態
な
た
め
、
私

有
地
の
買
い
取
り
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

土
地
所
有
者
の
許
可
が
必
要
で
は
あ
り
ま
す

が
、
当
時
の
写
真
な
ど
が
あ
れ
ば
説
明
文
を

添
え
た
看
板
の
設
置
は
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

問　
市
立
図
書
館
の
入
館
者
数
の
動
向
を

教
え
て
ほ
し
い
。

答　
平
成
28
年
７
月
29
日
オ
ー
プ
ン
し
、
２

カ
月
足
ら
ず
で
入
館
者
10
万
人
を
達
成
、
平

成
29
年
11
月
19
日
に
は
40
万
人
を
突
破
し
ま

し
た
。
市
外
か
ら
の
視
察
、
取
材
な
ど
多
数

の
申
込
も
あ
り
、
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え

ま
す
。

問　
利
便
性
向
上
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
考
え
て
は
。

答　
現
在
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
図
書

館
利
用
に
限
ら
ず
、
病
院
へ
の
通
院
、
買
い

物
弱
者
の
方
々
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
市
当

局
と
連
携
し
て
検
討
す
る
考
え
で
す
。

問　

建
設
予
定
の
総
合
体
育
館
で
は
ス

ポ
ー
ツ
以
外
の
利
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
基
本
構
想
策
定
の
準
備
段
階
で
す
が
、

管
理
運
営
に
は
利
用
率
の
向
上
を
第
一
に
考

え
て
お
り
、
維
持
管
理
の
た
め
収
益
を
上
げ

る
こ
と
も
考
慮
す
れ
ば
、
ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら

ず
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
使
用
に
も
対
応
す
べ
き

も
の
と
考
え
ま
す
。

問　
空
き
家
が
多
く
見
ら
れ
て
い
る
が
、
市

の
現
状
は
。

答　
平
成
27
年
８
月
の
調
査
で
空
き
家
が
２

９
７
軒
、
う
ち
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
も
の

24
軒
、
庭
木
等
の
管
理
不
全
に
よ
る
害
虫
の

発
生
な
ど
近
隣
住
民
の
生
活
環
境
に
影
響
の

あ
る
も
の
が
30
軒
程
度
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　
市
の
空
き
家
対
策
は
。

答　
危
険
な
状
態
の
空
き
家
等
が
あ
れ
ば
空

き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

に
基
づ
き
、
家
の
所
有
者
、
管
理
者
の
特
定

を
す
る
た
め
に
課
税
、
戸
籍
の
情
報
な
ど
を

調
査
し
、
建
物
等
の
適
正
管
理
を
促
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
次
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

①
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
に
空
き
家
を

　

放
置
す
る
こ
と
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
注
意

　

喚
起
し
た
文
書
を
添
付
。

②
定
住
自
立
圏
２
市
４
町
で
空
き
家
バ
ン
ク

　

を
設
置
し
、
売
買
・
貸
借
の
で
き
る
空
き

　

家
を
登
録
、
ま
た
、
購
入
・
賃
借
希
望
者

　

へ
紹
介
。
運
営
は
圏
域
の
自
治
体
と
協
力

　

事
業
者
が
連
携
。（
市
で
は
１
件
の
登
録

　

後
売
買
あ
り
）

空
き
家
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
の
死
亡
、
行

方
不
明
、
相
続
の
未
手
続
等
の
理
由
で
対
応

に
時
間
を
要
し
ま
す
が
、
今
後
も
問
題
解
消

の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

7

芳
ほうせいかい

政会　三
みか み

上　　洋
よう

●
企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
て
は

● 

「
太
宰
治
」
の
父
親
の
実
家
を

観
光
資
源
に
で
き
な
い
も
の
か

芳
ほうせいかい

政会　伊
いと う

藤　良
りょうじ

二

●
図
書
館
利
用
に
際
し
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
バ
ス
を
考
え
て
は

●
市
の
空
き
家
対
策
は

※
無
期
転
換
ル
ー
ル
と
は
…
有
期
労
働
契

約
が
反
復
更
新
さ
れ
て
通
算
５
年
を
超
え

た
と
き
に
、
労
働
者
の
申
込
に
よ
り
無
期

労
働
契
約
に
転
換
さ
れ
る
。

※
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議
案
第
82
号

平
成
29
年
度
つ
が
る
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

　

り
ん
ご
経
営
安
定
対
策

　
　

事
業
補
助
金

３
７
９
万
４
千
円　

　

佐さ

さ

き
々
木　

直な
お
み
つ光 

委
員　

問　

こ
の
事
業
に
加
入
し
て
い
る
り
ん

ご
農
家
の
数
は
。

答　

こ
の
事
業
は
、
り
ん
ご
の
販
売
価

格
が
一
定
基
準
を
下
回
っ
た
場
合
、
生

産
者
の
加
入
面
積
に
応
じ
、
造
成
額
の

範
囲
内
で
補
て
ん
す
る
も
の
で
、
加
入

者
数
は
84
名
、
加
入
面
積
は
９
３
７
０

㌃
と
な
っ
て
い
る
。

問　

加
入
者
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
万

が
一
に
備
え
、
加
入
促
進
の
た
め
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
を
し
て
は
。

答　

今
後
も
り
ん
ご
農
家
に
対
し
て
加

入
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

長は
せ
が
わ

谷
川　

榮え
い
こ子 

委
員　

問　

現
在
柏
分
庁
舎
に
あ
る
農
業
委
員

会
を
市
役
所
に
移
転
で
き
な
い
か
。

答　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
来
年
度
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
る
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
費

△
２
６
０
２
万
３
千
円　

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　

１
９
５
万
１
千
円　

松ま
つ
は
し橋　

勝し
ょ
う
り利 

委
員　

問　

内
容
を
詳
し
く
。

答　

森
田
地
区
の
小
・
中
学
生
が
冬
期

間
利
用
す
る
中
型
バ
ス
を
購
入
す
る
た

め
予
算
計
上
し
て
い
た
が
、
納
車
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
減
額
と
、
そ
の

こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
た
バ
ス
の
委
託

料
を
増
額
し
た
も
の
。

　

風
向
調
査
業
務
委
託
料２

６
９
万
円　

松ま
つ
は
し橋　

勝し
ょ
う
り利 

委
員　

問　

こ
の
事
業
の
計
画
内
容
は
。

答　

丸
山

－

蓮
花
田
線
の
防
雪
柵
設
置

に
か
か
る
詳
細
な
調
査
を
す
る
も
の
。

防
雪
柵
設
置
の
実
現
に
向
け
、
今
年
度

調
査
し
、
平
成
31
年
度
か
ら
の
事
業
着

手
を
考
え
て
い
る
。

　

広
域
委
託
保
育
所
運
営
費

８
３
４
万
４
千
円　

成な
り
た田　

　

博ひ
ろ
し 

委
員　

問　

内
容
の
説
明
を
。

答　

保
護
者
の
勤
務
地
が
近
い
こ
と
な

ど
の
理
由
で
市
外
の
私
立
保
育
所
等
へ

入
所
し
て
い
る
児
童
に
関
わ
る
運
営
費

を
支
出
し
て
い
る
も
の
。
増
額
に
な
っ

た
の
は
、
処
遇
改
善
の
加
算
分
が
積
み

増
し
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
単
価
の
高

い
未
満
児
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

　　

病
後
児
保
育
事
業
委
託
料

△
６
４
０
万
１
千
円　

成な
り
た田　

　

博ひ
ろ
し 

委
員　

問　

減
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　

現
在
行
っ
て
い
る
柏
地
区
の
ほ
か
、

民
間
保
育
所
に
よ
る
病
後
児
保
育
事
業

の
新
設
・
運
営
の
計
画
が
あ
り
予
算
計

上
し
た
が
、
専
任
の
人
員
配
置
や
児
童

の
静
養
・
隔
離
等
の
部
屋
の
確
保
な
ど

条
件
が
整
わ
ず
、
事
業
の
実
施
が
で
き

な
か
っ
た
も
の
。
ま
た
要
望
が
あ
れ
ば

検
討
す
る
考
え
で
あ
る
。

8

委
員
長

 

髙た
か
は
し橋　

作さ
く
ぞ
う藏

予
算
特
別
委
員
会

二
十
九
年
度
補
正
予
算
の

　
　
　
　
　
　
　

内
容
を
お
伝
え
し
ま
す

風向調査機器
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行政視察報告 先進自治体の事例を学ぶために実施した視察の概要を報告します。

◆総務常任委員会　　視察先：静岡県藤枝市、千葉県鋸南町（10月24日～26日）

【静岡県藤枝市】職員の人材育成について

　 　本市が誕生した当時の職員数は768人おり、職員定数適正化計画によって今年度当初までに348
人の削減を行ってきたが、膨大な情報化社会の下、職員の人材育成は不可欠であると考える。
　　なぜなら、①人口減少対策などの課題、②高まる住民ニーズ、③地方分権等により求められる高度
　な知識習得、などの問題に対応するのは職員だからだ。
　 　藤枝市では「日本一の職員づくり」を目標に掲げ「新・人財育成基本方針」を策定し、以下の先進
的な取り組みを実践している。
　主な取り組み
　 １ ．若手職員によるプロジェクトチームを結成、政策提言・実践、課題の把握、モチベーションアッ
プ、職員間の連携を図っている。

　 ２ ．新規採用後10年間で、管理・窓口・事業の各分野へ配置、行政全般の基礎知識を習得させた後、
希望する課等への配置によりスペシャリスト育成を図っている。

　 ３ ．管理職による人財育成のフォローアップにより、職員間のコミュニケーションがとれたスムーズ
な業務遂行、健康状態や悩み等の把握をしている。

　４．職員自身が理想とする職員像を目指すためのキャリアデザインを作成させている。

【千葉県鋸
きょなん

南町】「地方と都市の交流を育む拠点」について

　 　本市では、小・中学校の統廃合による空き校舎のほか、空き施設、空地の管理をしていることから、
「公共施設等総合管理計画」を策定し、有効活用の検討をしている。

　 　鋸南町では、都市への主要道路が整備されており、その利点を生かし人口減少対策の一環として、
農林水産業の６次産業化、町の観光や食の情報等を提供しながら都市と農山漁村の交流活性化の拠点
を目指し、空き校舎を再生させた「道の駅保

ほ た

田小学校」を新たに整備し地域活性化に取り組んでいる。
　施設概要
　１．教室を活用（①インターネット環境完備の宿泊室②飲食店③お土産店④サークル活動への提供）
　２．屋上を簡易銭湯にし、体育館を直売施設にしている。
　効果
　 　当初見込んだ数億円の倍以上の収益（来入者60万人）と61人の雇用を生んでおり、休日になると
大型バスが20台程度乗り入れている。開業当初は直売所の品不足が発生したが、会員（農家）が増
加したことで、量、品揃えを解消している。また、建築関係大学の協力を得て、業者の公募、プレゼ
ンテーション、プロポーザルを実施。全国からの応募により、町の構想にあったものができたとのこ
と。しかし、地域の特性等、様々な視点で検討した結果、有効な方法がない空き施設は計画的に解体、
撤去をしていくことも必要ではないかと考える。

藤枝市役所にて 空き校舎を利用した
道の駅　保田小学校

屋上に簡易銭湯、宿泊室のある
道の駅　保田小学校
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【別府市】別府市総合体育館における国体に向けた施設整備とその後の利用について

　別府市総合体育館は、スポーツ振興とスポーツを通じた観光客の誘致で
市の活性化に貢献するため、平成15年に約43億円で建設された。平成20
年の大分国体ではバレーボールの主会場となった施設であり、国体終了後
の現在も全国規模の大会が開催、毎週土日も試合が入っているなど大変活
用されている。これは宿泊施設の充実や交通の利便性が良いなど試合会場
としての条件が整っているからだと感じた。ただ、施設内は年数経過とと
もに修繕箇所も増え、年間5,000万円ほどの修繕料が計上されているほか、平成33年頃には大規模改
修（概算約10億円）を予定しているとのことであり、将来を見据えた財政計画を組む必要性を感じた。
　また、市民の健康づくりに対する意識を向上させるための各種事業の継続的な取り組みや健康運動
士などの資格をもった指導者の育成といったソフト面にも力を入れていくことが重要だとわかった。
今後の本市の体育館建設を考えていくうえで大いに参考となる視察であった。

【杵
きつき

築市】癒しのスポーツ合宿施設「上
かむら

村の郷」及びスポーツ合宿等補助制度について

　上村の郷は、地元住民で組織するNPO法人「上村の里」が指定管理者
となり運営している。当施設はスポーツ振興や健康増進の目的もあるが、
地域住民が協力し運営することで地域の活性につながっているのが強く感
じられた。合宿等補助制度は、今年度より利用対象を大学生までに拡大し
たことに加え、合宿コンシェルジュを専門に配置し、合宿利用がスムーズ
に行われるようになったことが利用者増加につながっていると思われる。
　また、当施設は隣に閉校となった小学校の体育館もあり屋内外の競技を問わず利用できることと、
近くにインターチェンジがあり交通の利便性が良いことも関係していると思った。杵築市では、地域
住民の想いと市の考えがうまく重なったことで連携もとれ、誘致への取り組みがより進んでいるよう
に感じる。当市においても、杵築市のように今ある施設や環境の中で取り組める方法があるように思う。
今回の視察を参考に当市の活性化につなげていきたい。

行政視察報告 先進自治体の事例を学ぶために実施した視察の概要を報告します。

◆教育民生常任委員会　視察先：大分県別府市、杵築市（10月24日～26日）

◆行政視察来庁
【視察テーマ：つがる市立図書館について】

　10月26日：群馬県藤岡市議会（教務厚生常任委員会）8名
　11月 ２日：北海道帯広市議会（会派）4名

【視察テーマ：胃がん撲滅検診事業について】

　11月10日：愛知県尾張旭市議会（会派）3名

　視察では開設に至った経緯や経費、指定管理者についてなど
担当者が説明し、活発な意見交換が行われました。

図書館内を見学する藤岡市議会議員

別府市総合体育館

上村の郷の前にて
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【指宿市】いぶすき農業支援センターの取り組みについて

　いぶすき農業支援センターは、農業に関する相談の一元化、関係機関の
協力体制の整備による業務のスピードアップなどを目的とした市（農政
部）、農業委員会、ＪＡ（営農指導員）、県（営農指導部門）によって構成
された農業機関である。
　ワンフロア化により、担い手育成や農業経営に関することなど、市・県・
ＪＡ三者で連携してサービスの提供ができ、特産であるマメ類のイベント
を開催し、三者共同でＰＲと地産・地消の取り組みを展開。作付調査・被害調査・病害虫に関する調
査などにも迅速に対応し、県と市の職員の交流が頻繁にあることで意思の疎通が図られている。毎年
30人近くの新規就農者を確保していることも、充実した連携体制を裏付けている。
　本市にとって農業の活性化は地域経済の発展に重要なものであるため、非常に有益となる視察であった。

【南九州市】知覧平和公園の管理について

　知覧平和公園は、陸軍飛行場特攻基地のあった旧知覧町地区に、特攻勇
士の英霊鎮魂と恒久平和を願い、昭和39年9月特攻平和観音像が建立され、
隣接した7.5㌶を地区公園とした後、拡張を繰り返し現在23.2㌶の総合公
園となっている。
　主要施設として、多目的球場や陸上競技場などのスポーツ施設のほか、
知覧特攻平和会館（資料館）などがあり、国内外から観光客が訪れるため、清掃、樹木に応じた剪定、
土壌処理、薬剤散布を施し、トイレの洋式化、バリアフリー化、Wi-Fiスポットの整備をしていた。
　きめ細やかな整備ができるのは、公園内にある知覧特攻平和会館の年間入館者数が50万人を越え、
入館料の一部を平和基金に積み立てており、知覧平和公園内の施設整備に充てているとのことであった。
　平成32年のかごしま国体では、ソフトボールの開催予定地であるため、さらに整備を進めており、
小さい子どもからお年寄りまで休息、レクリエーション活動などが楽しめる公園となっていた。安全
で安心な長く親しまれる公園づくりを目指しており、本市が当施設のような公園づくりは難しい状況
にはあるが、本来あるべき公園の姿を見ることができ、大変参考となる視察であった。

◆経済建設常任委員会　視察先:鹿児島県指宿市、南九州市（11月8日～10日）

行政視察報告 先進自治体の事例を学ぶために実施した視察の概要を報告します。

６年生　一般質問を傍聴

　12月７日、向陽小学校（校長　七戸　完三郎）
６年生48名が一般質問を傍聴しました。
　社会科校外学習の一環として実施されたもの
で、２班で構成された児童たちは、第１席と第２席
の質問に対し、熱心に耳を傾けていました。

指宿市役所

知覧平和公園にて

　議会は手続き不要でどなたでも傍聴できます。
　定例会日程については、ホームページをご覧いた
だくか、議会事務局にお問い合わせください。
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11月

 2日 東北市議会議長会理事会（仙台市）
 8日～10日 経済建設常任委員会行政視察（鹿児島県）
 9日 青森県市議会議長会定期総会（八戸市）
13日 知事を囲む懇談会
15日～17日 農業振興対策特別委員会行政視察(宮城県、岩手県）
25日 つがるブランド推進ＰＲ活動（東京都町田市）
28日 議会運営委員会

12月

 4日 平成29年第4回つがる市議会定例会開会
 7日～ 8日 一般質問
11日 予算特別委員会
13日 経済建設常任委員会
15日 平成29年第4回つがる市議会定例会閉会
27日 農業振興対策特別委員会

1月

 4日 つがる市新年祝賀会
 7日 つがる市消防団出初式
19日 市議会だより編集委員会
30日 農業振興対策特別委員会
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本会議などの様子を
インターネットによるライブ
中継、録画中継の視聴が
できるようになりました。

次回定例会予定

３ 月３ 月
詳しくはホームページを

ご覧いただくか議会事務局に
お問い合わせください。

■柏ミニバススポーツ少年団は、柏小学校の児童で構成される
ミニバスケットボールチームです。男子は通算で３回目となる
全国大会の出場が決まっているほか、東北大会に５回出場して
いる強豪チームです。持久力が持ち味の男子チームと元気いっ
ぱいで男子に追いつけと頑張っている女子チームの皆さんをご
紹介します。

成田 昌隆さん　
男子：18人　
女子：22人

№15

男子：全国ミニバス大会青森県予選優勝、
　　　東北電力旗東北大会ベスト8
女子：東北電力旗青森県大会ベスト8
男子：すべての試合に勝ちたい。国体に出場し
　　　たい。プロ選手になりたい。など
女子：県大会で優勝したい。国体に出場したい。
　　　など
体育施設の利用ができる環境と、保護者の全面
協力が子どもたちの強さにつながっていると感
じている。

小関 修平さん　

一致団結

祝 男子ミ
ニバス

全国大会出
場おめでと

う

議会中継を
ご覧いただけます。

 編集室から 　チーム目標である「一致団結」のとおり、選手・
監督・コーチ・保護者すべてが、勝って喜びを分かち合いたい
と気持ちをひとつにしていました。子どもたちは大人になって
もバスケを続けたいと話し、7年後開催の青森国体での活躍にも
大いに期待が持たれます。

柏ミニバス
スポーツ少年団の皆さん

つがる市のクール（良質なもの頑張っているひとetc）をジャンルを問わず随時紹介してまいります。

クールつがる №17

パスを出す柏ミニバス

男子監督

部 員 数

今年度の
成　　績

展　　望

監督から

シュートを打つ柏ミニバス

女子監督
チ ー ム
目　　標


